
鵜沼・中央中学校グループ
学校再編案について

（学校再編の検討状況に関する市民説明会）

令和８年６月３日（水）
中央中学校

各務原市教育委員会

１

▲ 検討の詳細は、市ウェブサイトにて
公開しています。



本日の説明の流れ

１．学校の再編方針について

（基本計画（改定版）について）

２．具体的な学校再編の検討について①

第一段階 学校規模（児童生徒数）の評価

３．具体的な学校再編の検討について②

第二段階 学校整備地の選定

４．今後の予定について

２



１．学校の再編方針について
（基本計画（改定版）について）

３



２．具体的な学校再編の検討について①
第一段階 学校規模（児童生徒数）の評価

各小学校区における児童生徒数の将来推計結果

令和４７令和４２令和３７令和３２令和２７令和２２令和１７令和１２鵜沼第一小学校区

44４463491518530530529558児童数

235248265275275276289301生徒数

４

令和４７令和４２令和３７令和３２令和２７令和２２令和１７令和１２鵜沼第二小学校区

50５528550583608591586524児童数

280290307329323310233334生徒数

令和４７令和４２令和３７令和３２令和２７令和２２令和１７令和１２八木山小学校区

60708192108127136134児童数

3036404755666074生徒数

令和４７令和４２令和３７令和３２令和２７令和２２令和１７令和１２陵南小学校区

19０213241263279280248243児童数

109125137149151149119190生徒数

令和４７令和４２令和３７令和３２令和２７令和２２令和１７令和１２各務小学校区

4857677894108114118児童数

2833384654615273生徒数

令和４７令和４２令和３７令和３２令和２７令和２２令和１７令和１２中央小学校区

2１９237257280309326321331児童数

114123133150160167163190生徒数



適正規模校

適正化すべき
小規模校

大規模校① 大規模校②
適正化すべき
過大規模校

小学校 児童数
（想定学級数）

１２０人以下
かつ

６学級以下

１２１～２１５人
（１１学級以下）

２１６～６３０人
（１２～１８学級）

６３１～８４０人
（１９～２４学級）

８４１～１,０５０人
（２５～３０学級）

１,０５１人～
（３１学級以上）

中学校 生徒数
（想定学級数）

１２０人以下
かつ

６学級以下

１２１～２１２人
（８学級以下）

２１３～６３０人
（９～１８学級）

６３１～８４０人
（１９～２４学級）

８４１～１,０５０人
（２５～３０学級）

１,０５１人～
（３１学級以上）

義務教育学校 児童生徒数
（想定学級数）

１８０人以下
かつ

９学級以下

１８１～３２３人
（１７学級以下）

３２４～９４５人
（１８～２７学級）

９４６～１,２６０人
（２８～３６学級）

１,２６１～１,５７５人
（３７～４５学級）

１,５７６人～
（４６学級以上）

学校規模
小規模校 大規模校

採用できない再編パターン採用できる再編パターン

・「適正化すべき小規模校」「適正化すべき過大規模校」が
発生してしまう

・早期（令和１７年まで）に小規模校が発生してしまう

・義務教育学校において、将来にわたり、１学年５クラスが発生
してしまう（大きすぎる）

・小学校、中学校は、１学年５クラスまで

・義務教育学校は、１学年４クラスまで

※１学級３５人を想定
学校規模の基準

今後４０年において、目指すべき学校規模

５



現在の小中学校のままだと・・・

パターン

現況

児童生徒数推移 イメージ 検討結果

×

６

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

448 401 403 384 368 343 317 293

558 529 530 530 518 491 463 444

134 136 127 108 92 81 70 60

118 114 108 94 78 67 57 48

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

714 515 626 634 628 577 538 503

524 586 591 608 583 550 528 505

243 248 280 279 263 241 213 190

331 321 326 309 280 257 237 219中央小学校

鵜沼中学校

鵜沼第一小学校

各務小学校

中央中学校

鵜沼第二小学校

陵南小学校

八木山小学校
八木山小学校と
各務小学校が、
「適正化すべき小規模校」
に該当



（１） 「八木山小学校・各務小学校・○○小学校」統合の場合は・・・その１

パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

×

７

A小学校が、
「適正化すべき小規模校」
に該当

※現在の中学校区内で再編した場合

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

448 401 403 384 368 343 317 293

558 529 530 530 518 491 463 444

252 250 235 202 170 148 127 108

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

714 515 626 634 628 577 538 503

524 586 591 608 583 550 528 505

243 248 280 279 263 241 213 190

331 321 326 309 280 257 237 219

陵南小学校

中央小学校

A小学校（八＋各）

中央中学校

鵜沼第二小学校

鵜沼中学校

鵜沼第一小学校

小学校統合

①

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

448 401 403 384 368 343 317 293

810 779 765 732 688 639 590 552

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

714 515 626 634 628 577 538 503

524 586 591 608 583 550 528 505

243 248 280 279 263 241 213 190

331 321 326 309 280 257 237 219

鵜沼中学校

A小学校（鵜一＋八＋各）

中央中学校

鵜沼第二小学校

陵南小学校

中央小学校

②

○



×

パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

×

８

※現在の中学校区内で再編した場合

Ⅰ

Ⅱ

○

義務教育
学校化

B義務教育学校が、
「適正化すべき過大規模校」
に該当

B義務教育学校が、
将来にわたり、
「大規模校②」（大きすぎる）
に該当

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,258 1,180 1,168 1,116 1,056 982 907 845

B中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

858 819 901 931 912 857 818 785

C中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

433 367 429 430 412 378 338 299

D中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

521 484 493 469 430 390 360 333

A義務教育学校（鵜一＋八＋各）

D義務教育学校（中）

B義務教育学校（鵜二）

C義務教育学校（陵）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,258 1,180 1,168 1,116 1,056 982 907 845

B中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,291 1,186 1,330 1,361 1,324 1,235 1,156 1,084

C中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

521 484 493 469 430 390 360 333

A義務教育学校（鵜一＋八＋各）

B義務教育学校（鵜二＋陵）

C義務教育学校（中）

×

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

A義務教育学校（鵜一＋八＋各） 1,258 1,180 1,168 1,116 1,056 982 907 845

B中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,379 1,303 1,394 1,400 1,342 1,247 1,178 1,118

C中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

433 367 429 430 412 378 338 299

B義務教育学校（鵜二＋中）

C義務教育学校（陵）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,258 1,180 1,168 1,116 1,056 982 907 845

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,812 1,670 1,823 1,830 1,754 1,625 1,516 1,417

A義務教育学校（鵜一＋八＋各）

B義務教育学校（鵜二＋陵＋中）

Ⅲ

Ⅳ

B義務教育学校が、
将来にわたり、
「大規模校②」（大きすぎる）
に該当



（１） 「八木山小学校・各務小学校・○○小学校」統合の場合は・・・その２

パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

９

※現中学校区を飛び越え、隣接する中央小学校と統合した場合

小学校統合

③ 鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

301 289 276 275 275 265 248 235

558 529 530 530 518 491 463 444

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

861 627 753 743 721 655 607 561

524 586 591 608 583 550 528 505

243 248 280 279 263 241 213 190

583 571 561 511 450 405 364 327

鵜沼中学校

鵜沼第一小学校

中央中学校

鵜沼第二小学校

陵南小学校

A小学校（八＋各＋中）

○



×

パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

×

１０

Ⅰ

Ⅱ

○

義務教育
学校化

B義務教育学校が、
「適正化すべき過大規模校」
に該当

×

Ⅲ

Ⅳ

B義務教育学校が、
将来にわたり、
「大規模校②」（大きすぎる）
に該当

※現中学校区を飛び越え、隣接する中央小学校と統合した場合

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

859 818 806 805 793 756 711 679

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

2,211 2,032 2,185 2,141 2,017 1,851 1,712 1,583

A義務教育学校（鵜一）

B義務教育学校
（鵜二＋八＋各＋陵＋中）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

859 818 806 805 793 756 711 679

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,778 1,665 1,756 1,711 1,605 1,473 1,374 1,284

433 367 429 430 412 378 338 299

A義務教育学校（鵜一）

B義務教育学校（鵜二＋八＋各＋中）

C義務教育学校（陵）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

859 818 806 805 793 756 711 679

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

858 819 901 931 912 857 818 785

433 367 429 430 412 378 338 299

920 846 855 780 693 616 556 499

A義務教育学校（鵜一）

D義務教育学校（八＋各＋中）

B義務教育学校（鵜二）

C義務教育学校（陵南）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

859 818 806 805 793 756 711 679

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,291 1,186 1,330 1,361 1,324 1,235 1,156 1,084

920 846 855 780 693 616 556 499C義務教育学校（八＋各＋中）

A義務教育学校（鵜一）

B義務教育学校（鵜二＋陵）

B義務教育学校が、
「適正化すべき過大規模校」
に該当



（１） 「八木山小学校・各務小学校・○○小学校」統合の場合は・・・その２

パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

１１

小学校統合

※現中学校区を飛び越え、隣接する鵜沼第二小学校と統合した場合

④ 鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

301 289 276 275 275 265 248 235

558 529 530 530 518 491 463 444

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

861 627 753 743 721 655 607 561

776 836 826 810 753 698 655 613

243 248 280 279 263 241 213 190

331 321 326 309 280 257 237 219

中央中学校

A小学校（鵜二＋八＋各）

陵南小学校

中央小学校

鵜沼中学校

鵜沼第一小学校

○



×

パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

×

１２

Ⅰ

Ⅱ

義務教育
学校化

B義務教育学校が、
「大規模校②」（大きすぎる）
に該当

※現中学校区を飛び越え、隣接する鵜沼第二小学校と統合した場合

B義務教育学校が、
「適正化すべき過大規模校」
に該当

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

859 818 806 805 793 756 711 679

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,257 1,181 1,263 1,242 1,175 1,083 1,014 951

521 484 493 469 430 390 360 333

433 367 429 430 412 378 338 299

A義務教育学校（鵜一）

B義務教育学校（鵜二＋各＋八）

C義務教育学校（中）

D義務教育学校（陵）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

859 818 806 805 793 756 711 679

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,690 1,548 1,692 1,672 1,587 1,461 1,352 1,250

521 484 493 469 430 390 360 333

A義務教育学校（鵜一）

B義務教育学校（鵜二＋八＋各＋陵）

C義務教育学校（中）



パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

１３

小学校統合

○

（２） 「鵜沼第一小学校・八木山小学校」・「各務小学校・○○小学校」
統合の場合は・・・その１
※各務小学校は、現中学校区を飛び越え、隣接する中央小学校と統合した場合

① 鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

375 349 342 330 322 305 284 265

692 665 657 638 610 572 533 504

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

787 567 687 688 674 615 571 531

524 586 591 608 583 550 528 505

243 248 280 279 263 241 213 190

449 435 434 403 358 324 294 267

鵜沼中学校

A小学校（鵜一＋八）

中央中学校

鵜沼第二小学校

陵南小学校

B小学校（各＋中）



×

パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

×

１４

Ⅰ

Ⅱ

○

義務教育
学校化

B義務教育学校が、
「適正化すべき過大規模校」
に該当

×

Ⅲ

Ⅳ

B義務教育学校が、
将来にわたり、
「大規模校②」（大きすぎる）
に該当

※各務小学校は、現中学校区を飛び越え、隣接する中央小学校と統合した場合

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,067 1,014 999 968 932 877 817 769

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

2,003 1,836 1,992 1,978 1,878 1,730 1,606 1,493

A義務教育学校（鵜一＋八）

B義務教育学校（鵜二＋陵＋各＋中）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,067 1,014 999 968 932 877 817 769

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,570 1,469 1,563 1,548 1,466 1,352 1,268 1,194

433 367 429 430 412 378 338 299C義務教育学校（陵）

A義務教育学校（鵜一＋八）

B義務教育学校（鵜二＋各＋中）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,067 1,014 999 968 932 877 817 769

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

858 819 901 931 912 857 818 785

433 367 429 430 412 378 338 299

712 650 662 617 554 495 450 409

A義務教育学校（鵜一＋八）

C義務教育学校（陵）

B義務教育学校（鵜二）

D義務教育学校（各＋中）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,067 1,014 999 968 932 877 817 769

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,291 1,186 1,330 1,361 1,324 1,235 1,156 1,084

712 650 662 617 554 495 450 409

A義務教育学校（鵜一＋八）

B義務教育学校（鵜二＋陵）

C義務教育学校（各＋中）

B義務教育学校が、
将来にわたり、
「大規模校②」（大きすぎる）
に該当



パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

１５

小学校統合

（２） 「鵜沼第一小学校・八木山小学校」・「各務小学校・○○小学校」
統合の場合は・・・その２
※各務小学校は、現中学校区を飛び越え、隣接する鵜沼第二小学校と統合した場合

②

○

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

375 349 342 330 322 305 284 265

692 665 657 638 610 572 533 504

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

787 567 687 688 674 615 571 531

642 700 699 702 661 617 585 553

243 248 280 279 263 241 213 190

331 321 326 309 280 257 237 219

鵜沼中学校

A小学校（鵜一＋八）

中央中学校

B小学校（鵜二＋各）

陵南小学校

中央小学校



×

パターン 児童生徒数推移 イメージ 検討結果

１６

Ⅰ

Ⅱ

○

義務教育
学校化

B義務教育学校が、
将来にわたり、
「大規模校②」（大きすぎる）
に該当

※現中学校区を飛び越え、隣接する鵜沼第二小学校と統合した場合

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,067 1,014 999 968 932 877 817 769

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,049 985 1,070 1,079 1,036 962 908 861

433 367 429 430 412 378 338 299

521 484 493 469 430 390 360 333

A義務教育学校（鵜一＋八）

B義務教育学校（鵜二＋各）

C義務教育学校（陵）

D義務教育学校（中）

鵜沼中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,067 1,014 999 968 932 877 817 769

中央中学校区 R12年 R17年 R22年 R27年 R32年 R37年 R４２年 R４７年

1,482 1,352 1,499 1,509 1,448 1,340 1,246 1,160

521 484 493 469 430 390 360 333

A義務教育学校（鵜一＋八）

B義務教育学校（鵜二＋陵＋各）

C義務教育学校（中）

評価された９つのパターンのうち、義務教育学校化の４パターンを中心に第二段階（学校整備地）を検討



再編パターンのまとめ①

義務教育学校化

再編候補パターンその１
（全部で４つの学校になる）

A義務教育学校（鵜沼第一＋八木山＋各務）

B義務教育学校（鵜沼第二）

C義務教育学校（陵南）

１７

D義務教育学校（中央）

再編候補パターンその２
（全部で４つの学校になる）

A義務教育学校（鵜沼第一）

B義務教育学校（鵜沼第二）

C義務教育学校（陵南）

D義務教育学校（八木山＋各務＋中央）



再編パターンのまとめ②

義務教育学校化

再編候補パターンその３
（全部で４つの学校になる）

A義務教育学校（鵜沼第一＋八木山）

B義務教育学校（鵜沼第二）

C義務教育学校（陵南）

１８

D義務教育学校（各務＋中央）

再編候補パターンその４
（全部で４つの学校になる）

A義務教育学校（鵜沼第一＋八木山）

B義務教育学校（鵜沼第二＋各務）

C義務教育学校（陵南）

D義務教育学校（中央）



３．具体的な学校再編の検討について②

第二段階 学校整備地の検討

第一段階で評価した再編パターンについて、既存の学校敷地を基本として、

① 通学支援対象者数（通学距離が２ｋｍを超える児童数）

② 将来の児童生徒数に応じた必要な敷地面積が確保されているか を整理

上記①②のほか、様々な観点から総合的に評価し、グループにおける最も適切な再編パターンと
学校整備地を決定していく

令和８年４月時点での
検討はここまで

１９



通学支援対象者（通学距離２㎞越え児童）の整理

鵜沼第一小敷地 八木山小敷地 鵜沼中敷地

２０

各務小敷地

再編パターンにおける複数の学校の整備地は、これらの組合せで検討していく

鵜沼第二小敷地 陵南小敷地 中央中敷地中央小敷地

・「通学する学校を中心として概ね半径２㎞を超える区域の児童」を原則とします
・著しい高低差や、幹線道路をまたぐ場合など危険箇所が存在する場合も、柔軟に支援策を検討します
・スクールバスのほか、ふれあいバス等の活用も検討します
・支援策利用に係る保護者の経済的負担は原則無しとします

通学支援について（基本計画（改定版）より）



3階建 4階建 5階建 3階建 4階建 5階建

２０，７００㎡ １８，８００㎡ １７，６００㎡ 23,400㎡ 21,000㎡ 19,600㎡

適正規模校

（９学年で合計18～27学級）

大規模校①

（９学年で合計28～36学級）

必要敷地面積の整理

義務教育学校において、学校規模ごとに必要となる敷地面積を算出

義務教育学校における必要敷地面積

「中学校整備指針（文部科学省）」において、中学校の校舎等は４階以下の建物で計画することが望ましいとされていることを踏まえ、
校舎建築面積の算定にあたって、義務教育学校は４階を基本的な校舎階数とする

２１

校舎
建築面積

屋内運動場
建築面積

屋外運動場
敷地面積

建築面積
（建物に必要な面積）

建物敷地面積

必要敷地面積
（学校全体）

※国の基準等より



各学校敷地と必要敷地面積との比較

第７回検討委員会（令和８年６月）以降、通学支援対象者や必要敷地面積を参考に、
新たな学校の整備地を検討していく

２２

適正規模校
（９学年で合計１８～２７学級）

大規模校①
（９学年で合計１８～３６学級）

鵜沼第一小学校 22,265 ◎（可能） ◎（可能）

鵜沼第二小学校 15,157 △（要敷地拡張） △（要敷地拡張）

八木山小学校 21,804 ◎（可能） ◎（可能）

陵南小学校 38,136 ◎（可能） ◎（可能）

各務小学校 15,529 △（要敷地拡張） △（要敷地拡張）

中央小学校 22,004 ◎（可能） ◎（可能）

鵜沼中学校 39,775 ◎（可能） ◎（可能）

中央中学校 30,953 ◎（可能） ◎（可能）

学校名称 敷地面積（㎡）

義務教育学校における必要敷地面積



４．今後の予定について

２３


